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雜 報

〓人 事

正六位勳四等 小 竹 豐

敍勳三等授瑞寳章 (一月十六日)

從六位勳四等 岸 本 春 榮

從六位勳五等 西 村 慶 次

從六位勳四等 石 井 生 夫

敍正六位 (十一月一日)

敍正五位 從五位 大 熊 泰 治

(十三 年十 一月十 五 日)

陸軍軍醫中尉從七位 内 山 友 吾

任陸軍軍醫大尉

(十 三 年 十 月二 十 五 日)

敍正六位 從 六位勲六等 武 波 晋 一

敍正七位 從七位 木 下 武 男

(十二月一日)

敍正七位 從 七位 内 山 友 吾

(
十 三 年 十 月
二 十 五 日)

保險院保健技師 三 木 行 治

簡易保險局勤務ヲ命ス (二月十七日)

藤 原 柘 士

安 藤 貢

敍正八位 (十二月一日)

○横 川 定君 帝國學士院2月 例會は去る13日

開催 し其席上に於て昭和14年 度學術研究費補助

を決定 し同君に次の研究題目に就き補助すること

となりたり

バンクロクト絲状蟲及び同蟲症に關する研究

○井 爪 昌 和君 豫て岡山醫科大學石山外科教室

に勤務し居られしが先般廣島縣府中町々立病院に

轉勤せられた り

○高 尾 秀 一君 同 上の同君は下關市岬之町西尾

病院外科に轉勤せられた り

○瀧 讓君 同上の同君は本縣兒島郡日比町

玉造船所病院に勤務せられたり

○倉橋 三郎君 豫て岡山醫科大學北山内科教室

に勤務し居られし同君は先般神戸市東山町市立東

山病院に轉勤せられたり

○高橋 篤郎君 同上の同君は栃木縣堀米町佐野

共立病院に轉勤せられたり

○徳 毛卓 三君 豫て岡山醫科大學津田外科及び

當市榊原病院に於て研究中の同君は先般愛媛縣周

桑郡壬生川町周桑病院に勤務せられたり

○小坂 昭 男君 は豫て岡山醫科大學耳鼻咽喉科

に勤務し居られし同君は今般別項西村伊勢松君の

後任として日本赤十字社岡山支部病院耳鼻咽喉科

醫長に就任せられたり

○佐 藤次 文君 豫て岡山醫科大學津田外科教室

に勤務し居られし同君は今般別項の川崎祐宣君の

後任として岡山市立市民病院外科主任として就任

せられたり

○上塚萬壽男君 豫て神戸市川崎造船所病院に勤

務中の同君は先般辭職の上岡山醫科大學耳鼻咽喉

科教室に於て研究に從事せられたり

○佐 藤直 泰君 は豫て在兵庫縣甲子園末岡病院

に勤務し居られしが先般其職を辭し岡山醫科大學

生理學教室に於て研究に從事せられたり

○三木行 治君 豫て岡山市簡易保險健康相談所

長たる同君は別項の如く厚生省簡易保險局に轉任

せられたり

○森 六 朗君 豫て津山市簡易保險健康相談所

長たる同君は別項三木君の後任として岡山市簡易

保險健康相談所長に補せられたり

○伊 藤 嚴君 本縣笠岡町簡易保險健康相談所

に勤務し居られし同君は別項森君の後任として津

山市簡易保險健康相談所長に補せられたり
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○西 山 昇君 豫て香川縣三豐郡莊内村に於て

開業中の同君は今般中華民國北京西城闢才頭條第

4號 に移轉開業せられたり

○西村伊勢松君 日本赤十字社岡山支部病院開院

以來耳鼻咽喉科醫長として勤務し居られし同君は

今般其職を辭し當市東中山下に於て開業せられた

り

○川崎 祐宣君 多年岡山市民病院外科醫長兼副

院長として勤務し居られし同君は今般其職を辭し

岡山市西中山下に於て開業せられたり

○今井 一 郎君 は豫て岡山醫科大學生化學教室

に於て研究中なりしが先般同教室を辭し廣島縣安

佐郡保井村に歸郷開業せられたり

○河 合 忠君 は豫て尼崎市市立病院に勤務中

の同君は今般其職を辭し大阪市此花區上福島北3

丁目123に於て開業せられたり

田邊郁郎君逝く 君は大正3年 岡山醫學專

門學校を卒業し郷里に於て後神戸市灘區王

子町に轉 し開業し居られ しが去月22日 逝

去せられたりと寔に哀悼に堪へず謹みて茲

に弔意を表す

赤堀茂樹君 は大正9年 岡山醫學專門學校

を卒業し陸軍軍醫となり軍醫少佐に累進し

官を辭し數年前より本縣勝田郡飯岡村に於

て開業し居られしが日支事變起るや勇躍應

召し各地に轉戰し戰功ありしが先般戰病死

せられたりとの悲報本宅に達したりと寔に

痛惜に禁へず謹みて茲に弔意を表す

〓學位授與

横山丈夫,森 岡廣一,田 丸朔,太 田徳次郎の4君

は論文を岡山醫科大學に提出し學位を請求 し居ら

れ しが横山君は昨年12月5日 の教授會を通過し

本年1月28日,他 の3君 は同年12月19日 の教授

會を通過 し本年2月16日 孰 れ も醫學博士の學位

を授與せられたり其主論文及參考論文は次の如 し

横 山 丈 夫 君

主 論 文

過敏症抗體變動ニ關スル研究

第1. 脾 臟 ト抗體量 トニ就テ(追 テ本誌ニ發

表 ノ豫定)

第2. 「ベンツオール」ト抗體量 トニ就テ(追

テ本誌ニ發表 ノ豫定)

參考論文

1. 「ベンツオール」中毒 ノ血液像ニ及ボス影響

ニ就テ(追 テ本誌ニ發表 ノ豫定)

2. 酸及 ビ「アルカリ」排泄能力ニ依ル腎臟機能

檢査法ニ就テ(村 山高共著)(本 誌第39年 第

9號 ニ發表ス)

3. 先天性筋強直症 ノ2例(福 田豐共著)(本

誌第41年 第9號 ニ發表ス)

4. 菫 外光線照射ノ生物學的作用殊ニ其ノ植物

神經系統ニ及ボス影響 ニ關スル實驗(小 津尚

共著)(本 誌第43年 第1號 ニ發表ス)

5. 市販酵素劑ニ及ボ ス紫外線 ノ作用 ニ就 テ

(實踐醫理學第6年 第3號 ニ發表ス)

森 岡 廣 一 君

主 論 文

「トリコモナス.ホ ミース」(Trichomonas ho-

rinis)ノ 生物學的性状ニ關スル實驗的研究

第1編 「トリコモナス.ホ ミニス」ニ及ボス

諸種 ノ物理學的影響竝 ニ化學藥品ニ對スル

抵抗力ニ就テ(臺 灣醫學會雜誌第37卷 第

2號 ニ發表ス)

第2編 各種培養基ニ於ケル「ト.ホ ミニス」

ノ繁殖竝ニ生存期間ニ就テ(臺 灣醫學會雜

誌第37卷 第3號 ニ發表ス)

第3編 田邊氏培養基ニ於 ケル「ト.ホ ミニ

ス」 ノ増殖及ビ生存 ニ及ボス温度酸素及ビ
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添加物質 ノ影響ニ就テ(臺 灣醫學會雜誌第

37卷 第4號 ニ發表ス)

第4編 培養「トリコモナス」ノ繁榮頽敗現象

及ビ榮養刺戟現象ニ就テ竝ニ 「トリコモナ

ス」 ノ繁殖ニ伴 フ培養基粘稠度 ノ推移(臺

灣醫學會雜誌第37卷 第4號 ニ發表ス)

第5編 「トリコモナス.ホ ミニス」ノ食物攝

取機能 ニ及ボス諸鹽類滲誘壓 ノ影響ニ就テ

(臺灣醫學會雜誌第37卷 第4號 ニ發表ス)

第6編 生體染色ニ就テ(臺 灣醫學會雜誌第

37卷 第4號 ニ發表セリ)

第7編 「トリコホナス.ホ ミニス」ト腸内細

菌 トノ關係竝ニ 「トリバ ノトキシン」及ビ

「バクテリオフアーヂ」ノ本原蟲ニ及ボス影

響(臺 灣醫學會雜誌第37卷 第5號 ニ發表

セ リ)

第8編 「トリコモナス.ホ ミニス」ノ糖類分

解能 ニ就テ(臺 灣醫學會雜誌第37卷 第5

號ニ發表セ リ)

第9編 「トリコモナス.ホ ミニス」ノ硫化水

素發生能ニ就テ(臺 灣醫學會雜誌第37卷

第5號 ニ發表セリ)

第10編 「トリコモナス.ホ ミニス」ノ「イン

ドール」産生能ニ就テ(臺 灣醫學會雜誌第

37卷 第5號 ニ發表セリ)

參考論文

1. 顏 面ニ發生シタル汗腺癌 ノ1例(菅 沼三郎

共著)(臺 灣醫學會雜誌第31卷 第12號 ニ發

表セリ)

2. 小 兒膿胸ノ統計的觀察(小 林智仁夫共著)

(臺灣 醫學會雜誌第32卷 第4號 ニ發表セリ)

3. 腰麻 手術後偶發セル中毒樣症候群(臺 灣醫

學會雜誌第32卷 第5號 ニ發表セリ)

4. 骨盤 ニ發生セル肉腫 ノ1例(臺 灣醫學會雜

誌第32卷 第12號 ニ發表セ リ)

5. 肩胛間胸部切斷術ヲ施セル巨大上膊骨肉腫

ノ1例(臺 灣醫學會雜誌第33卷 第1號 ニ發

表セ リ)

6. 臺北 ニ於 ケル幼兒外科的疾患 ノ統計的觀察

(臺灣醫學會雜誌第33卷 第1號 ニ發表セ リ)

7. 腓骨 々幹骨折ヲ伴ヘル腓骨上端脱臼兼動搖

ノ1例 ニ就テ(臺 灣醫學會雜誌第33卷 第3

號 ニ發表セ リ)

8. 顴骨 々折5例 ニ就テ(臺 灣醫學第33卷 第

7號 ニ發表セ リ)

9. 唾 液腺腫瘍(臺 灣醫學雜誌第33卷 第10號

ニ發表セリ)

10. 兩側性膿胸(臺 灣醫學會雜誌第33卷 第11

號 ニ發表セ リ)

11. 臺北醫學專門學校生徒 ノ糞便檢査成績(今

泉,久 平,高 塀田共著)(臺 灣醫學會雜誌第35

卷第7號 ニ發表セリ)

12. 孤立結節状ヲ呈シ盲腸壁ニ見ラレタルRe-

cklinghausen氏 病樣畸形的異常神經組織 ニ

就テ(臺 灣醫學會雜誌第36卷 第2號 ニ發表

セ リ)

田 丸 朔 君

主 論 文

眼組織ニ於ケル濱崎汞・耐酸性顆粒ノ研究

第1編 家鼠眼組織ニ於 ケル濱崎氏汞 ・耐酸

性顆粒 ノ研究,殊 ニ網膜 ノ組織的所見ニ就

テ(日 本眼科學會雜誌第42卷 第6號 ニ發

表セリ)

第2編 鮒 ノ網膜ニ於ケル濱崎氏汞 ・耐酸性

顆粒ノ研究,殊 ニ明暗 ノ之ニ及ボス影響ニ

就テ(日 本眼科學會雜誌第42卷 第7號 ニ

發表セ リ)

第3編 「ヴイタミン」A缺 乏食ニテ飼養サレ

タル白鼠眼組織 ニ於 ケル濱崎汞 ・耐酸性顆

粒ノ消長ニ就テ(追 テ日本眼科學會雜誌ニ

發表 ノ豫定)

參考論文

1. 中心性網膜炎 ノ再發竝 ニ再發部位 ニ就テ
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(實驗眼科雜誌第198號 ニ發表セリ)

2. 翼状贅片ノ統計的觀察(中 央眼科醫報第29

卷第10號 ニ發表セリ)

3. 緑膿菌ニ因ル角膜潰瘍 ノ1例 ニ就テ(實 驗

眼科雜誌第163號 ニ發表セ リ)

4. 球結膜下ニ發生セシ硬性纎維腫(實 驗眼科

雜誌第173號 ニ發表セリ)

5. 家族性翼状贅片ノ1例 ニ就テ(實 驗眼科雜

誌第153號 ニ發表ス)

6. 腦底後交通動脈瘤ニ因ル左側動眼神經麻痺

(箕越中共著)(追 テ 日本眼科學會雜誌ニ發表

ノ豫定)

太 田 徳 次 郎 君

主 論 文

太陽光線 ノ死體分解ニ及ボス影響(本 誌第50

年第9號 ニ發表セリ)

參 考論文

1. Trichlorbuthylalkohol (Chloreton)ノ 動物

體内ニ於ケル運命ニ就テ(本 誌第47年 第11

號ニ發表セ リ)

2. 實驗的日本住血吸蟲病家兎ニ於 ケル窒素新

陳代謝ニ關スル研究(西 崎武亥一共著)(本

誌第48年 第3號 ニ發表セ リ)

3. 早流産ニ於ケルZondek-Achheim氏 妊娠診

斷法ノ範圍(本誌第47年 第11號 ニ發表セリ)

4. 月脛週期 ノ基礎新陳代謝ニ及ボス影響(臨

牀産科婦人科第8卷 第2號 ニ發表セリ)

5. 各種赤血球沈降速度測定法ノ比較竝ニ沈降

速度 ノ外因的條件ニ就テ(グ レンツゲビート

第4年 第1號 ニ發表セリ)

6. 赤 血球沈降 ノ寫眞的觀察(ゼ ヂグラフ)ニ

就テ(臨 牀産科婦人科第4卷 第4號 ニ發表セ

リ)

7. ブ ツキー氏「グレンツストラーレン」ヲ以テ

セル潰瘍療法ニ就テ(グ レンツゲビー ト第4

年第2號 ニ發表セ リ)
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